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テーマ内容

1

テーマ４ 次世代観測機器等を活用した河川管理の監視・観測
の高度化に資する技術開発

（１）次世代観測機器を用いた洪水等の監視体制の充実及び強化
に関する技術開発・実証
・小型、低コスト（本体価格４千円/台以下）、長寿命（電池で稼
働する場合は電池寿命最低３年以上）、高耐久化等機能向上した
次世代浸水センサ 等

（２）ＳＡＲ衛星を用いた観測・監視体制に関する技術開発・実証
・小型SAR衛星コンステレーションや海外の衛星等の様々なSAR
衛星画像を用いた浸水判読の自動化や解析時間の短縮化（2.5時
間程度以下）を可能とする浸水把握技術の開発・高度化

・SAR衛星画像（単画像）の高解像度化による土砂移動等の観測・
判読、緊急調査の補填のための天然ダムの規模・形状の計測技術
の開発 等



背景

2

テーマ１ 次世代観測機器等を活用した河川管理の監視・観測
の高度化に資する技術開発



背景

3

テーマ１ 次世代観測機器等を活用した河川管理の監視・観測
の高度化に資する技術開発



背景

4

テーマ１ 次世代観測機器等を活用した河川管理の監視・観測
の高度化に資する技術開発

次世代型浸水センサを用いた浸水情報の収集・把握



背景

5

テーマ１ 次世代観測機器等を活用した河川管理の監視・観測
の高度化に資する技術開発

衛星ＳＡＲを用いた 浸水状況の把握

JAXAのALOS-2を用いた浸水状況把握の実例



背景

6

テーマ１ 次世代観測機器等を活用した河川管理の監視・観測
の高度化に資する技術開発

衛星ＳＡＲを用いた 土砂災害の把握



背景

7

テーマ１ 次世代観測機器等を活用した河川管理の監視・観測
の高度化に資する技術開発

（参考） 衛星ＳＡＲについて



背景

8

テーマ１ 次世代観測機器等を活用した河川管理の監視・観測
の高度化に資する技術開発

（参考） 衛星ＳＡＲについて



背景

9

テーマ１ 次世代観測機器等を活用した河川管理の監視・観測
の高度化に資する技術開発

（参考） 衛星リモートセンシングの動向について

出典：宇宙技術戦略（令和6年3月28日 宇宙政策委員会決定）概要版（詳細版）



背景

目指している目標と狙い
○低消費電力・低コストな無線チップを採用したモジュールの内製化
及び、安定供給に向けた量産金型の製作

○全国人口カバー率９５％以上のSigfoxネットワークを活用し
簡易基地局の設置によるエリア外の利用実証も実施

10

テーマ
４-(1)

低コスト浸水センサの技術開発及び安定供給事業
【ゼロスペック株式会社（代表SU）】

○「流域治水」の展開に向け
堤防の越水・決壊などの状況や
地域における浸水状況の速やかな把握
に「浸水センサ」の普及促進が必要

○ 普及促進のため、一層の低コスト化
及び安定供給の技術が必要



11

テーマ
４- (1)

※採択された事業のPR資料より

低コスト浸水センサの技術開発及び安定供給事業
【ゼロスペック株式会社（代表SU）】



背景

目指している目標と狙い

○人工衛星データだけでなく、河川・陸面モデルを活用して災害を予測
○人工衛星データと物理モデルを学習したＡＩを開発

→最終的に、洪水・土砂災害の予測・評価システムを開発

12

テーマ
４-(2)

人工衛星と物理モデルを用いた次世代洪水・土砂災害
予測システムの開発 【株式会社Gaia Vision】

○気候変動の影響もあり、洪水・土砂災害が増
える中、人工衛星データを活用し、
迅速・安全に災害状況を把握するだけでなく、
災害の発生を予測するための技術が必要。



13

テーマ
４- (2)

※採択された事業のPR資料より

人工衛星と物理モデルを用いた次世代洪水・土砂災害
予測システムの開発 【株式会社Gaia Vision】

【成果イメージ】 【社会実装後の当面の目標】



背景

目指している目標と狙い
○複数衛星を一つのシステムで依頼できる統合タスキングシステムを開発
○衛星画像を依頼するだけで、可視化された解析情報を2.5時間以内に提供
○国土基盤情報から浸水家屋数、浸水被害人口などの基礎情報に加え、
被害エリアからDEM情報を活用した浸水深、湛水量を算定し、
排水活動支援情報の提供サービスを開発 14

テーマ
４- (3) 

SAR衛星データを活用した浸水・土砂災害支援システ
ム構築 【衛星データサービス企画株式会社（代表） 】

【株式会社QPS研究所 （共同提案者）】
【株式会社ハイテックス （共同提案者）】

○軌道上の様々な衛星に対し、大規模災害時に
注文から解析までをワンストップで実施し、
撮影後、最短で2.5時間以内に浸水・土砂災害
の発生情報を提供するサービスが必要



15※採択された事業のPR資料より

テーマ
４- (3) 

SAR衛星データを活用した浸水・土砂災害支援システ
ム構築 【衛星データサービス企画株式会社（代表） 】

【株式会社QPS研究所 （共同提案者）】
【株式会社ハイテックス （共同提案者）】

2027年6月末

実
証
完
了

【社会実装後の当面の目標】【成果イメージ】
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